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《研究室紹介》
植物栄養 ・肥料学研究室
島 根 茂 雄
当研究室は昭和43年(1968)に開設された。土壌肥料学関係研究室の設置は,そ れまで農学
部に置かれていた農産製造学科が農芸化学科に発展するための必要条件であったと聞いている。
大抵の大学の農学部では上壌学,肥 料学,植 物栄養学の三教室が併存 している。これらの学問
は,農芸化学の創始者J.Liebig以来,科学的農学の基礎的部門として密接に関わ りあいつつ発
展 してきたものである。 ところがわが学部の当初の事情では,この分野に属する授業,実験の全
てを一研究室で引き受けることになっていた。そこで研究の主題も,これ らに包括的に関わるこ
とになった。この事情は今日迄の研究の来歴にも一定の影響を残 している。これ迄にわが研究室
で進めてきた主な課題を,多少内容に触れつつ紹介 しておきたい。
1,上壌の肥沃度を増進するシステムとしての⊥壌管理方法に関係する問題
これには限 り無 く多様な研究課題があるが,研究室のおかれた条件下で可能な主題として,多
年生牧草栽培を取 り入れた輪作体系の肥沃度増進についての物理的(土壌構造)及 び化学的(腐
植物質の量 と質)変化の解明を学外施設の協力をえて進めた。またこの主題 と密接な関係をもつ
課題として,小動物(み みず等)の土壌団粒形成機能と腐植物質の形成との関係をも追求 した。
同じ領域に属する課題ではまた,畑雑草および園芸作物数種を,膠質学的特性を異にするいくつ
かの典型的七壌に栽培 してそれ らの生育と養分吸収量を測定 し,植物栄養学的特性を浮かび上が
らせることができた。
2.土壌の毛管構造を応用 した生活排水処理 システムの問題。
毛管水を中心 とする土壌水分の特性を応用 した汚水処理用毛管浸潤 トレソチ法は,そ の開発者
新見正氏のユニークな発想 とともに,頗る興味ある方法である。私達は稼働中のいくつかの施設
について調査をすすめ,浄化過程を詳しく追跡 した。また装置の作用メカニズムを追跡するため
の室内モデル装置を試作 し,有効なデータを集積 した。農村地域の都市化が激 しく進行しつつあ
る中で,環境保護や資源の有効利用の観点からも,汚物,廃棄物処理に有効な方法の開発は今後
一層重要な課題となるであろう。上の研究 とは主題がことなるが,農学科の佐野教授の主導のも
とでスポットバ リヤーを中心 とする総合研究に参加 し高含水性樹脂利用の基礎的データを得た。
これ等の分野の研究では,本学部前教授,八幡敏雄博士の熱心なご指導のもとで,学内の多数の
研究室 と学科の壁を越えて密接な共同研究を進めるという貴重な経験を得られたことも愉快な想
い出である。
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3.省力的疏菜施肥 システムに関する問題
東京都農事試験場江戸川分場の圃場をか り,現農林省東北農試の小沢聖技官の示唆のもとに行
った圃場試験により,樹脂被覆の長期持続性(ロ ソグ)肥料の集中多量施用とビニールフィルム
使用 トソネル栽培 との組合せによる葉菜の省力栽培法の有効性が証明できた。 これ と関連 して
は,非放射性同位元素N15を含む同タイプの被覆性肥料を用いて根箱による温泉実験を行い,
作物根のこの種の肥料への応答や肥料成分の吸収パターソの特徴を追跡 した。
4.養液栽培をめぐる諸課題
1990年度には当時日東紡績K.K.で果菜の養液栽培法の開発に従事 していた中林和重氏と協力
してロックウール耕によるメロン栽培の栄養学的諸問題に取 り組み,栽培法の改良にかんする有
用な知 見がえられた。中林氏は1991年度 より本学の専任助手に採用 され,明1993年度よりは専
任講師に任ぜ られ当植物栄養 ・肥料学科目を担当することが予定されている。この二年間には,
メロソ栽培での高価な ロックウール培地を簡単で安価なモ ミガラ培地で代替することや,複数根
系をもった作物体の育生を ミニ トマ トで実行すること等を試みて準備的成功をおさめている。 こ
れらの方法の原理は何れ も上記3項ec触れた東京都農事試験場の小沢氏等の創案によるもので
ある。この応用法に成功すれば,前者は安価で簡単な農民的方法の開発にな り,後老は作物のス
トレス対応試験等を学生にも容易に実施できる方法を提供することになろう。
以上に概略的に従来の経過を要約 したのであるが,新年度からは新規担当者のもとで,新 しい
植物栄養 ・肥料学研究室の独特の運営が行われるであろう。その成功を祈って筆を措 く。
土壌浄化法の圃場試験 開発した土壌水採取装置
畑での根系と土壌水の流路の
(赤城山麓にて)調査
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